
同 95
や朝日大学
http:/.川川円N.asahi-u.ac.jp
語集・発行/朝日大学入試広報室

朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。
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大学評価基準を満たす認定マーウ

「建学の精神」具現化に向けて
2015年を迎え、宮田淳理事長から新年の挨拶とともに、朝日大学の今年の基本方

針が述べられました。

「建学の精神Jの継承と具現化に全教職員一致して逼進しようというもので、地道に
これを進めていくことこそが「魅力ある大学、選ばれる大学jづくりの根幹であるとして

います。また、大友克之学長、森下伊三男副学長ならびに倉知正和副学長からも、

年頭所感がそれぞれ寄せられました。

キャンパスが茶室に白書44回朝日祭にて)
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「建学の精神」の継承

謹んで新年のお慶ひを申し上げます。

昨年4月、創立から永きにわたり大学発展のため惜しみない努力を重ねてこ

られた宮田佑理事長の後を受け、学校法人朝日大学の理事長に就任いたし

ました。私は前理事長の路線を踏襲しながらめまぐるしい時代の変化に即応し、

大学の永遠の発展のために、「建学の精神」の具現化を継承してまいります。

日本経済はアベノミクス始動後、金融緩和を契機とした円安、株高の進行や公

共事業拡大等により、企業収益の改善、雇用の改善が進み、景気回復基調を維

持し引ます。しかしながら、地方附ける景気回釦カニズムl域く、世帯所得が

低迷しているほか、資産効果が小さく、物価高の副作用が強く出るという三重苦と

なっています。また、米国を除く世界経済の減速をはじめ、地政学リスク等さまざま

な不確実性の存在により、先行きの不透明感は拭し港れません。このような中、明る

いニュースが舞い込んできました。青色発うもダイオード(LED)の研究で日本人の3

人の研究者がノーベル物理学賞を受賞されました。この省エネにつながるLEDの

普及は、地蹴毘劇附策に貢献するなと調伸士会を支える多くの製品に活用さ

れています。アジア最大の成樹士会を有しながら「資源」を持たない日本がさらに

発展するためには、学術研究や技術、文化や，思想、といった知的な資源を重視せ

ざるを得ず、これゐの維持、発展を担う人材を育成することが求められ刀ミます。

本学がこのような成熟社会で役割をはたすためには、建学の精神である「国

際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして人類普遍の人間的知性に富む

人間の育成」に基づき、次世代を担う若者の夢の実現のため、社会の多様な

ニーズに対応できる有為な人材の育成を着実に行っていかなければなりませ

ん。教育・研究活動の質の向上にあたっては、教員と学生が意，思疎通をはかり

つつ、学生が主体的に問題解決に取り組む能動的学修を積極的に推進する

理事長宮田淳

ため、学生の主体的な学修に要する総学修時間を確保し、コミュニケー泊、〆を

取り入れた授業方法の工夫、カリキュラムポリシーに沿った教育課程の編成な

ときめ細かい指導を行ってまいります。各学部等においては、質の高い学士課

程教育を実施するため、最高の教授障によって編成されたカリキュラムの着実

な実行に取り組んでまいります。これらを実行することにより、全国でも有数の実

績を誇る文系学部の高い就職率の維持、歯学部学生の歯科医師国家試験

の高い合格率の維持・向上をはかつてまいります。大学院においては、高度な

専門職業人及ひ明究者の養成を引き続き行ってまいります。また、歯学部生涯

研修事業(CE)は、臨床力の強化を目的として、大学院生から卒業生を含む全

国の歯科医師を対象に、一貫して支援するカリキュラムを提供してまいります。

2014年4月に保健医療学部を設置いたしましたが、引き続き地域社会の求

める医療従事者を養成する学科の増設を検討し、保健医療学部のさらなる

発展・充実に努めてまいります。

また、法学部、経営学部については、それぞれの学部ごとにラーニングアウト

カムとして社会から評価される資格取得をめざし、対応科目の進級・卒業要

件への組み入れをはじめ、時代の変化に対応したリフォームを実施してまいり

ます。なお、文武両道をめざす学生からの進学ニーズの高まりと学生たちから

の教員免許取得要望を同時に実現すべく、さらにもう一歩進んだ形での再編

を早期に検討してまいります。

本学の建学の精神を具現化することで、国際性、社会性そして人間的知

性を身につけた本学卒業生が、確実な「学士力Jを身につけ、社会から評価
され、国際社会で活躍することを信じています。

本年も皆様のこそ支援、ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。

「魅力ある大学、選ばれる大学」をめざし
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新年あけましておめでとうございます。謹んで新年のお慶ひを申し上げ

ます。また、本年も皆様にとって良い年となりますことを心よりお祈り申し上

げます。

さて、昨年4月に開設された保健医療学部看護学科がまもなく満l年を

迎えようとしております。4月に入学した学生達は、第1期生として将来の看

護師をめざLて教職員の指導の下で日々の学習を続けております。朝日大

学に看護学科の新たな歴史と文化が構築されようとしております。そして、

まだ先にはなりますが、全員が看護師の資格を取得し、卒業後は地域の医

療を担う専門職業人としての活躍を願っております。

一方、3年前に岐阜県高等学校商業校長会との連携協定のもとに経営

学部でスタートした会計教育がいよいよ実を結び始めました。昨年11月には

第1期生である経営学科3年生、そして、同学科2年生からも公認会計士

(論文式試験)の合格者を輩出することができました。現在、多くの日商簿

記検定1.2級合格者や公認会計士(短答式試験)の合格者を擁し、今後

の更なる発展が期待されております。

このように、本学では将来のキャリア

形成のために様々な資格の取得をめ

ざす学生を応援しております。ここで

大切なのは、資格の取得は目標・目的

だけでなく、将来の大きな目標に向け

ての手段でもあるということです。また、 副学長森下伊三男

資格取得に甘んじることなく、時代に合わせて常に自分自身をアップデート

できる力も必要です。そのような力を養うこと、そして、建学の精神の具現化

に向けて、学生一人ひとりをきめ細かく指導し、社会で活躍できる人材を育

てること、学生の夢の実現に向けて様々 なサポートをしていくことが、「魅力

ある大学」そして「選ばれる大学Jに結びついていくものと考えております。
本年も朝日大学の益々 の発展をめざし、皆様の御理解と御支援を賜り、

より一層の努力をしていく所存です。どうぞよろしくお願いいたします。
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考え、行動する一年に

謹んで新年のお慶びを申し上げます。 格を呆たす学生が現れました。地元

さて昨年は圏内で大きな災害が続きました。8月には豪雨により広島市 岐阜県の商業高校校長会との連携

などで土砂災害が発生。9月には御家山が噴火し、多くの方が犠牲にな における、高校3年間+大学4年間を

りました。11月には長野県で大きな地震が発生し、阿蘇山でも活発な噴 通じた会計学分野の人材育成プロ

火活動が見られました。またデング熱の発生やエボラ出血熱の脅威は、

世界がボーダレス化したことを証明しました。

そんな中、本学では新たに保健医療学部看護学科がスタートしまし

た。夢と希望を抱いた学生諸君がキャンパスをさらに賑やかなものにして

くれました。また「国際未来社会に貢献する人材の育成」という建学の精

神に立脚し、新たに南アフリカ共和国との交流事業を展開。6月には同国

の駐日特命全権大使であるモハウ・ペコ氏をお招きし、ネルソン・マンデラ

民主化20周年記念講演会を開催。7月には伝説のラグビープレーヤー

であるチェスター・ウィリアムズ氏によるラグピークリニックを開催しました。ま

た8月末には大使館の紹介で、同国のウエスタンケープ大学歯学部を訪

問し、大学間交流への新たな一歩を踏み出しました。

秋には経営学部の3年生、2年生から公認会計士試験に見事現役合

主体的な学びの確立

新年あけましておめでとうございます。謹んで新年のお慶びを申し

上げますとともに、本年も皆様にとって素晴らしい年となりますよう

心からお祈り申し上げます。

近年、地1輔暖化の最多響と考えられる自然災害が世界各地で多数発生

しており、我が国でも日戸手は、大寒波による大雪、集中豪雨による土

砂崩れや洪水、はたまた突風・竜巻などによって甚大な被害がもたら

されました。また、御巌山の噴火や長野県北部の震度6弱の地震など

も官憶に新しいところですが、こうした自然災害への対策の困難さと、

一方では備えの重要さか改めて認識された年であったと思います。

さて、本学のここ数年来の文武にわたる活躍、躍進はめざましいも

のがあり、元気あふれる上昇気運のある大学との評価を確実に得てき

ております。

昨年3月aJ日に本学法人理事長か官回備先生から宮田淳先生にパト

ンタッチされました。新理事長は建学の精神のさらなる具現化をめざ

して若いエネルギーを前面に出し、前理事長は今後も相談役として本

学の発展のために重要な御jを担っていかれることとなりました。ま

た、 4月には保健医療学部看護学科が開設され、第一期生として'o1名

の新入生が仲間入りしました。歯学部をはじめとした他学部、衛生士

専門学校との連携による相乗効果が、多方面(教育、研究、臨床)で

大いに期特されるところです。

教育面の成果については、 2名の現役生が難関の公認会計士試験に

合格したことに代表されるように、本学の学生諸君、教職員の皆様の

絶え間ない改革・改善そして努力の賜であることは論をまたないので

ジェクトの成果と言えるでしょう。

また「スポーツと人材育成」、そし

て「憲法問題Jに関する公開講座を 学長大友克之

開催。多くの市民の方々 にご参集いただきました。アベノミクスを争点、とし

た総選挙を経て今年は本格的な景気回復が待たれます。その一方で、

あらためて社会保障や安全保障のあり方、とくに集団的自衛権や原発再

稼働、特定秘密保護法などわが国の根幹に関わる諸問題を考える年に

もなります。

朝日大学は今年も知の拠点として、教育・研究・医療、そして社会貢献

を強力に推し進めて参ります。本年もご理解とご支援のほど、どうぞよろし

くお願い申し上げます。

すが、止まることなくさらなる進

化・発展を遂げていかなければな

りません。それは文科省の中央教

育審議会(大学教育部会の審議の

まとめについて)で「大学のス

テークホルダーである社会は、学

士課程教育改善の到達点に満足し
副学長倉知正和

ていない」と記述されていることに合致したものと考えられます。こ

うした学士課程教育に対する社会の厳しい評価の背景には、 「大学に

対する高い期待があり、これに応えることは日本の成長や発展のため

に重要な基盤であるとともに、国際的な信頼や貢献につながると考え

られている。そのためには高校までの受け身の勉強から大学教育の本

質である主体的な学修へと質的転換をはかるため、課題解決型のアク

テイブ・ラーニングを取り入れる、あるいは充実させる必要がある」

としています。さらにそのために取り組むべき最重要課題としては

「学修時間の増加、確保による主体的な学びの確立にある」と結論づ

けています。

この「学習時間の増加、確保による主体的な学びの確立」こそが本

学の建学の精神を具現化するとともに、本学に対する社会の各方面・

分野からの高い期待に応え、今以上に「魅力ある大学、選ばれる大

学」に発展していくための最重要で、最優先の課題であると考えてお

ります。皆様方のなお一層のこ主張とご協力をお願い申し上爪新年

のご挨拶とさせていただきます。

法学部長(兼)法学研究科長平田勇人 歯学部長(兼)歯学研究科長磯崎篤則 附属村上記念病院長 大橋宏重

謹賀新年 経営学部長 岩崎大介留学生別科長 丸山和美 PDI岐阜歯科診療所長藤原 周

経営学研究科長 奥山 徹 附属病院長 都尾元宣事務局長 高橋偉茂
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高大連携で

• • • 
• • • 
• • • 

「公認会計士試験J2名合格
経営学部の学生2名が、本学初となる「公認会計士試験(論

文式試験)Jにみごと合格しました。

公認会計士試験は「短答式試験」と「論文式試験Jの2段階
で行われ、昨年度すでに「短答式試験」に合格していた吉井洗

平さん(経営学科3年:岐阜県立岐阜商業高校卒)と岡田建さん

(経営学科2年:愛知県立知立

高校卒)が、今回合格率10.1%

(出願者10，870名で1，102名合

格)の超難関試験である「論文

式試験」に挑み、みごと現役大

学生として同試験突破を成し遂

』アました。

.高大連携による成果

「論文式試院合格を大友学長へ報告

する吉井さん(左から2人目)と岡田

さん(左から3人目)

朝日大学では、商業教育の推進をめざし岐阜県高等学校商

業校長会との連携協定を2011年度に締結し、高等学校と大学の

7年間で公認会計士に挑戦し合格できるよう2012年度から経営

学部で高度な会計教育をスタート。これまで「短答式試験」に10

名が合格をはたしており、社会に貢献できる人材の育成に努めて

まいります。

「商品開発塾」を開講

岐阜県内の商業高校などで組織される岐阜県商業教育研究会と

マーケティング研究所が、「ヒットメーカーに学ぶ l一商品開発塾一」と

「情報交換会」を穂積キャンパス6号館講義室で開催しました。

(株)ワコール人間科学研究所前所長の篠崎彰大氏(現:立命館大学

上席研究員)を講師に迎えた今回の開発塾では、「人聞を科学すること

による新製品開発」がテーマにかかげられ、高校教員や経営学部教員・

学生ら約60名が受講しました。

.人聞を「科学」する

篠崎氏は、ワコールが女性下着メーカーから一歩抜け出し、スポーツ・エク

ササイズの新市場を創造した「ヒップウォーカー」の大ヒットはいかにして生ま

れたのかなど、様々な商品開発の事例を紹介。人間工学をベースとし人間

の感性や生理特性を科学した新製品の開発について熱く語られました。

受講者は、商品開発について新たな取り組みのヒントを学びました。

商業教育で高大連携

.財務の分かる人材育成

岐阜県高等学校商業校長会と本学との高大連携事業の一環として、

穂積キャンパス6号館大講義室で岐阜県立岐阜商業高等学校2年生

の400名を対象として「企業財務の見方について」と題したオープンス

クールが開講されました。

同スクールでは現役公認会計士の小島一富士教授(経営学部)が講師

を務め、企業の財務諸表に基づき経

営状況を分析する実践的な講義が

展開されました。岐阜県内の商業高

校教諭ら約30名が視察するなか、

生徒たちは真剣な表情で実践的な

簿記の講義を受講していました。

.日商簿記2級合格をめざす

岐阜県立関商工高等学校の2年生で日商簿記2級合格をめざす15

名が、穂積キャンパスで旧商簿記検定2級直前対策講座Jを2日間にわ
たり受講しました。

同講座では公認会計士で体育会会計研究部の森直也コーチの指

導のもと、生徒たちは過去問題の分析や模擬試験などに取り組み、実践

的な直前対策講座で理解を深めていました。

iFD.SD研修会」を開催
穂積キャンパスでFD活動推進委員会が主催するiFD.SD研修会」

が開催され、「魅力ある大学、選ばれる大学Jをめざし多数の教職員が
外部講師による講演にメモを取りつつ真剣な表情で取り組んでいました。

初等・中等教育の抱える諸問題、高等教育へのメッセージ

講師:岐阜市教育委員会教育長 早川三根夫氏

留学生の受け入れと外国人材の活用について

講師:公益財団法人入管協会専務理事佐藤 修氏

大学における一般・専門科目の英語による指導

講師・文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官 向後秀明氏

.大学の現在と未来

また、(株)岐阜新聞社主催のシンポ

ジウム「大学の現在と未来一地域におけ

る大学の役割-Jが、じゅうろくプラザ(岐

阜市)で開催され、教職員は「少子高齢
岐車県内の学長が

化が急速に進むなか、大学がいかに独 「大学の現在と未到むを語る

自性を発揮して地域社会に貢献できる人材を育てていくかJを学びました。
シンポジウムでは、大友克之学長をはじめ岐阜新聞社と連携協定を締

結している岐阜県内5大学(朝日大学、岐阜女子大学、岐阜経済大学、

岐車聖徳学園大学、中部学院大学)の学長がパネリストを務め、「大学

の現在と未来」か濡られました。

FD [facul旬development] 教員の教育能力を高めるための実践的手法
SD [staff development] 事務職員の意識改革、能力開発の実践的手法



村山元総理が語る
岐阜県日本中国友好協会

が主催し本学が共催する

「村山元総理岐阜講演会」

が穂積キャンパス6号館大講

義室で開催されました。講演

を聴講した約200名の参加

者たちは「村山談話J20年を 村山元総理が日中の友好交流を語る

通して日中の友好交流のあり方などについて熱JL、に学んでいました0

.未来志向の知恵が求められる

第81代内閣総理大臣を務め、日中友好協会名誉顧問である村

山富市氏は、「村山談話ーアジアの隣人たちに心寄せてー」と題し

た講演で、「日中関係は国交正常化後、最悪といわれる状況下で

はあるが、民間の視点、から対中園、ひいては東アジア諸国との友

好関係を築いていく未来志向の知恵が求められている」と語られ

ました。

国際歯科学会から奨学金

歯学部5年生の大森久子さん(愛知県出身)に、歯科医学の国際組

織であるピエール・フォーシャル・アカデミー財団の佐藤丈夫日本部会会

長から、学業優秀で将来歯科医学の発展に貢献する資質を有する歯

科学生として、「認定書」と「奨学金」が穂積キャンパス理事長室におい

て授与されました。

この奨学金は、米国に本部をおく歯科医学の国際組織である同財団

が、世界の歯科大学(歯学部)から数大学を選定、その大学から推薦さ

れた学生を厳正審査のうえ

受給者を決定・授与すると

いう大変名誉ある「奨学金」

です。

大森さんの今後の活躍

が大いに期待されます。

奨学金が大森さん(前列左から2人目)に授与される

「保健医療学部教育懇談会Jを開催
本年度開設の保健医療学部看護学科の「教育懇談会」が穂積キャ

ンパスで開催され、l年生の保護者が参加されました。この懇談会は、大

学と保護者の相互理解を深め連携関係を強化し、看護学科の教育の

質の向上をはかることを目的とするものです。

懇談会では、倉知正和副学長と森下伊三男学部長の挨拶に続き、教

務学生関係事項の詳細な説明が行われました。

また、昼食会場では、保護者と看護学科教員とが昼食をとりながら懇

談を深め、その後に開催された個別面談では、保護者たちは熱心にアド

バイザー教員から学生の修学状況等の説明を受けていました。
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OBアドノミイス講座を開講

穂積キャンパス6号館大講義室でIOBアドバイス講座Jが開講
され今年度就職内定を勝ち得た4年生や、既に社会人として活躍

しているOBたちが、本格的な就職戦線に突入する 3年生を前に

「就職体験記Jを語りました。
会場となった講義室には、先輩たちの内定体験談を参考にしよ

うと多くの学生が集まり、熱心に発表に聞き入っていました。

'就職内定者や08が熱く語る

早期に就職内定を勝ち得た4

年生はステージ上で、就職活動に

はどんな準備が必要なのか、面接

愉

再入
Z
K

LP
秋
予

ゐ，
骨'

官は何を見ているのか、企業は大 ステージ上で「内定体験動が熱く語られた

学生に何を求めているのかなど、就職活動を通して学んだことや

失敗談を後輩たちに詳しく、そして熱く語りました。

講座終了後の懇談会では、社会人として活躍するOBから「面接

で自分という商品を売り込め!Jと自己体験を交えた後輩たちへ
のエールが贈られました。

「税法の特別講義」開講

法学部と経営学部では、名古屋国税局査察部長の森川宣義氏を講師

に迎え、「税の役割と税務署の仕事」と題した特別講義を穂積キャンパス5号

館講義室で開講しました。講師の森川氏は、税務署長のほか国税庁や国税

局で長年にわたり統括官などとして査察事務を経験したベテラン職員です。

この講義は、国税庁の「税を考える週間」の広報活動の一環として毎

年行われており、本学での開講は今回で7回目となります。

.税の歴史や税務署の仕事を学ぷ

講義では、税の歴史と各時代における租税回避行為について紹介が

あり、国税庁開設時の有名な演説「正直者には尊敬の的、悪徳者には

畏怖の的」を引用しつつ、税務署の仕事や査察事務の概要などがわか

りやすく解説されました。

受講した約70名の学生たちは、初めて聞く税務や査察事務の解説につ

いて熱JL、に聞き入っていました。

なお、今回の特別講演コー

デイネーターを務めた粟津明博

教授は、国税庁税務大学校副

校長の経歴を有する税法のエ

キスパートで、大学院法学研

究科でも教鞭をとっています。特別講義でじ納税の役害山を学んだ

05 
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-ょうこそ朝日祭へ-
「第44回朝日祭」が穂積キャンパスで3日間にわたり開催され、

地元の方々をはじめ多くの来場者でにぎわいました。

昨年4月に保健医療学部看護学科が開設され、新たな学問分

野が加わることで「朝日祭Jを通じ、学部や学年、所属クラブや国
籍の壁を越えてひとつのフェステイパjレを創り上げていこうとの実

行委員の思いから「結束の機会Jがテーマに掲げられました。
穂積キャンパスには学園祭定番の模擬庖、各種コンサート、ピン

ゴ大会、学友会クラブや体育会の活動報告、アジア女王を招いた

アームレスリング大会なども行われ、来場者たちは、「朝日祭Jをきっ

かけにそれぞれの結束を深め合いました。

昌吉空整理司閤

アジア女王(右)とアームレスリングで対決 学生が一緒にパフォーマンスを披露

.工コな大学祭

2009年5月から「エコキャンパ

スプロジェクト」を展開している朝

日大学では、今回もコンサートなど

の室内催事のほとんどを屋外で

行うなど、環境保護や地球温暖

化防止にも努めました。 Vサインで楽しむ子供たち

「多職種連携ワークショップJに参加
皇撃館大学(三重県)で、多職種連携の導入教育として「糖尿病患

者の退院指導ワークショップ」が開催され、歯学部5年生の学生が参加し

ました。

このワークショップは三重大学が採択された文部科学省「在宅医療を

支える多職種連携力を持つ中核的専門人材育成プログラム開発事業」

の一環として行われ、今回で3回目の開催となります。

16大学の学生がワークショップ

ワークショップでは、三重大学、三重県立看護大学、鈴鹿医療大学、

皇拳館大学、名古屋大学、朝日大学の学生がグループを編成し、様々な

社会的問題や疾患を抱えている入院患者に対し「治療方針、退院後の

方針Jを検討・発表しました。
歯周病と関係が深い糖尿病患

者を想定した今回のワークショップ

では、本学歯学部の学生が積極的

に話し合いに加わり、大変有意義な

ワークショップとなりました。

様々な学部の学生がワークショップ

留学生総合オリエンテーション

瑞穂市役所、北方警察署、瑞穂市消防署の協力により留学生を対象

とした総合オリエンテーションが穂積キャンパスで実施されました。

オリエンテーションでは、国民健康保険制度の解説、交通事故防止や

防火・防災の講習など、留学生たちが充実した学生生活を送るための各

種アドバイスや指導が行われ、留学生たちは日本のルールなどを熱心に

学びました。

彼らが将来、日本と母国との架

け橋役に、また、「国際未来社

会Jを切り開く人材へと育つこと
が期待されます。

「学生選書ツアー」に参加 l伝統芸能を学ぶ

「学生選書ツアー2014Jがジユンク堂書庖(名古屋市)で開催され、学 | 法学部の平田ゼミ(平田勇人教授)と経営学部の米国ゼミ(米田真理

生・教職員が参加し庖内でさっそく本を手に取り真剣な表情で選書を行 | 准教授)が、名古屋能楽堂で壬申の乱を題材とした「ろうそく能」を鑑賞

いました。

「学生選書ツアー」の参加者

し、「能と狂言」という日本の伝統的芸能を楽しみました。

「学生選書ツアー」とは、学| 地元岐阜県では、白山神社(本巣市根尾)で奉納される国の重要無

生が図書館に備え付けてほ

しい本を直接本屋さんに出

向き選ぶという企画。今回の

ツアーで選ばれた本は、図書

館内の「学生遺書コーナー」

で閲覧できるとのことです。ご

期待を。

形民俗文化財「能郷の能・狂言」や長良川の特設舞台で聾火の明かり

のなか演じられる「長良川薪能」など

が有名です。

国際未来社会に旅立つにあたり幅

広い教養を身に付ける機会として、ぜ

ひ在学中に日本の伝統的芸能に触れ

ることをお薦めします。
「ろうそく能」の舞台模様
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「長崎国体」で入賞ラッシュ

2020年東京オリンピック開催を6年後に

控え、東日本大震災復興支援「長崎がん

ばらんば国体(第ω回)Jが開催されました。
長崎の地で体育会の選手たちが大

活躍し、大会を盛りあげると共に朝日大

学の名を広くアピールしました。 岐阜県体育協会の表彰式で

ボウリング

山岳

自転車競技

優勝(連覇)安里秀策選手(ビジネス企画4年:岐阜)
ボルダリング 4位入賞(固僻

水口 僚選手(ビジネス企画3年:岐車)
リード 4位入賞(回制

1畑19イムトライアル

ケイリン

4岡団体温抜競走

優 勝{連覇)相馬義宗選手(ビジネス企画直年:岐車)
3位入賞松本貴治選手(ビジネス企画3年:愛媛)
3位入賞 中野雄喜選手(ビジネス企画沼年:京都)
4位入賞小原佑太選手(ビジネス企画1年:青森)
優勝(連覇)矢野智哉選手(ビジネス企画4年:岐阜)
同上 相馬義宗選手(ビジネス企画直年:岐阜)
同上 渡遣期太郎選手(ビジネス企画自2年:岐阜)
7位入賞原井剣也選手(ビジネス企画3年:福岡)

チームスプリント 8位入賞 松本貴治選手(ビジネス企画沼年:愛媛)

フェンシンク‘関西選手権で5種目制覇

「第64回関西学生選手権(京都府大山崎町体育館)Jにおいて、体育

会フェンシング部は全12種目のうち5種目で優勝に輝きました。

男子フルーレとサーブルの団体戦、個人戦サーブル、女子エペの団体

戦、個人戦エペで優勝を成し遂

げた体育会フェンシング部は、

12014全日本学生フェンシング選

手権」への出場が決定しました。

フェンサーたちに熱き声援を! 5種目で優勝をはたしたフヱンサーたち

ラグビー 大学選手権で勝利

• • • 
• • • SPORTS • • • 

自転車

「西日本インカレ」総合9連覇

「第50回西日本大学対抗選手権(京都向日町競輪場)Jにおいて、体

育会自転車競技部は圧倒的な強さを発揮、12種目で争われたトラック競

技において8種目での優勝をはたし、先に行われたロード部門優勝と合

わせ「総合優勝」の栄冠に輝きました。

2006年度からの同選手権の連覇は9回を数え、また、本年度の全日本

選手権、長崎国体、全日本インカレ、全日本学生選手権でチャンピオンを

輩出してきた自転車競技部は、いよいよ「全日本インカレ総合優勝」を射

程圏内にとらえる競技力が備わってきたようです。

「総合9連覇」を成し遂げた自転車競技部

剣道 「心技体」を磨く

体育会剣道部の主催による「第13回朝日大学錬成会」が大垣市武

道館で開催され県内外強豪校の高校剣士たち約300名が集いました。

同錬成会は、高校剣士の技術向上と本学剣道部の活動を県内外にア

ピールすることを目的に毎年開催されています。

会場となった武道場には強豪剣士の交え

る剣音が鋭く響き、和田一徳助監督らの指

導のもと「基本錬成、試合錬成、稽古会」に

取り組み、剣士たちは「心技体」を磨きました。

全国から強豪剣士が集う

「東海学生ラグビーリーグ戦J5連覇を達 |可 ..... 暗号 I I I硬式野球 |秋季岐阜リーグ制覇
成した体育会ラグビー部は、環太平洋大学 I ~ .. 崎惑~~~ I I 東海地区秋季岐阜県学生リーグ割季ぶり10度目の優勝をはたしました。
との東海北陸・中国四国代表決定戦を制し、 ~ 配'彊轟極通~ I 東海地区秋季大学選手権で準優勝。敢闘賞、優秀選手賞、首位打者賞に輝きました。

3年連続となる「第51回全国大学ラグビー選 「大学選手権ファーストステージ」で l 

手権」への出場を決めました。 東昨院大学問勝 I I軟式野球 |秋季岐阜リーグ制覇

瑞穂公園ラグピー場(愛知)での選手権ファーストステージに望んだラグピー部 | 岐阜県学生秋季リーグで2季連続優勝。東日本大会への出場が決定しました。

は、東北・北海道代表の東北学院大学と対戦、猛攻を見せ鈎:5の大差で昨年に

引き続き勝手uを、また、知ーパルス夕、力ム(福岡)で符われた九州トグ代表の福 II硬式庭球 |東海リーグ1部昇格
岡工業大学戦では、密集戦で常に優位を保ち31ヴで勝利しました。この結果、ラグ| 東海男子学生リーグ1部2部入れ替え戦で、四日市大学に7対2のスコアで勝利し、念願

ピー部は2年連続となる「大学選手権セカンドステージ」への進出をはたしました。 Iのl部昇格をはたしました。
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「思い」を英語で主張

「第30回高等学校英語弁論大会J(後援:岐阜県教育委員会、瑞穂
市、岐阜市、中日;新聞社、NHK岐阜放送局)が、穂積キャンパス5号館

講義室で開催されました。

30回目を迎えた本大会へは、県内外27の高等学校から86名の応募

があり、厳正なる一次審査を通過した岐阜県、愛知県、滋賀県、沖縄県

ほか各県から33名の生徒が出場し、ジェスチャーやユーモアを交えた英

語スピーチを披露しました。

.レベゾレアップするスピーチ能力

弁論大会の審査は、発音

やアクセントだけではなく、ス

ピーチ内容や表現力等が総

合的に評価され、その結呆、

「みんなちがってみんないい」

とうったえ、お互いの違いを理

解することの大切さを発表し 受賞者たちが笑顔で記念撮影

た吉因果歩さん(瀬戸北総合高等学校:愛知県)が「最優秀賞Jの栄冠

に輝きました。

長年弁論大会の運営に携わる審査員たちからは、「スピーチ能力や表

現力が年々 レベルアップしており、発表が楽しみだJとの声が聞かれました。

英語教育研究セミナーを開催

朝日大学の建学の精神である「国際未来社会を切り開く社会性と創

造性、そして人類普遍の人間的知性に富む人間の育成」の理念のもと、

英語教育に携わる関係者との連携をはかると共に、教育手法の向上と

英語教育のさらなる発展をめざす「第6回英語教育研究セミナーJが穂
積キャンパス5号館講義室で開催されました。

.英語教育のさらなる発展を

同セミナーでは、TBS報道局記者でキャスターの金平茂紀氏を講師に

招へいし、「やぶれかぶれの外国語取材」と題した講演が行われました。

約200名の参加者たちは、金平氏の体当たりの取材経験を通じた語学

習得のポイントと重要'性について真剣なまなざしで講演に聞き入っていま

した。

また、ウェルカムレセプションカ吉

開催された会場では、和やかな雰

囲気のなか、参加者たちは日頃の

英語教育に関する悩みや教育の

日曹~-=--~圃・ーー あり方などについて質疑応答や活

金平氏が語学習得のポイントと重要性を語る 発な情報交換を行っていました。

「国際交流の集い」を開催

学部・大学院や留学生別科日本語研修課程で学ぶ外国人留学生、

教職員らが参加した「国際交流の集いJが、穂積キャンパス6号館食堂

で開催され、約150名の参加者たちが相互の理解や親睦を深めました。

この集いは、国際交流委員会が毎年開催している行事。今回も立食

による懇談・懇親が行われ、留学生と教職員たちが笑顔で談笑し交流を

深めました。また、恒例となったプレゼント抽選会では、当選者が発表され

るたびに大きな歓声や拍手がわき起こり、会場内の雰囲気を一層盛り上

げていました。

.国際交流の架け橋となれ

留学生たちが朝日大学での充

実したキャンパスライフを送り、将

来、日本や世界との架け橋となる人

材に育つことが期待されます。 丸山和美留学生別科長の乾杯でスタ 卜

留学生が日本文化を学ぶ

留学生別科日本語研修課程では、授業科目「日本事情一日本の文化-J
で日本の民族衣装「和服」や武道の「剣道」を体験しました。

留学生たちは着付けの先生から「和服」の歴史や特長について学んだ

後、色とりどりの浴衣や羽織を着付けてもらうと、「日本人になったようだ」とは

しゃいでいました。

「手間匝」老体験した留学生たち

.様々な文化を体験

また、剣道場では、体育会

剣道部の部員から「心、技、

体」という武道独特の考えが

あることを学び、竹万を手に

「めーん、小手、胴!Jと声を張

り上げ「侍のスポーツー剣道

一」を体験しました。

また、留学生は日本の文化に触れるだけではなく「ヴァイオリン演奏」も

体験。弓の持ち方、弦や音階の指導を受け、最後は全員で「さくらさくら」

のヴァイオリン演奏を楽しみました。

貴重図書の寄贈を受ける

図書館では、元岐阜県教育委員会教育長の日比治男先生(大垣市在住)

から、学生・教員の学習研究に利用願いたいとの申し出をいただき、日比先生

が永年収集された蔵書の寄贈を受けました。法律学の全集をはじめとした単行

書約制冊、「岩波ブックレyト(1鍛年4月発行のNo.1を含む)J約3加冊です。

法律学、政治史などの専門書から、「千一夜物語(パートン版)J、「世界教

養全集」まで、幅広い分野の本が揃っていますので是非、学習・研究に役立

ててください。
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